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Ｑ1　講演の感想をお伺いします。（いずれか１つ）

41 　　１．満足（　

5 　　２．どちらでもない

1 　　３．不満（　

Ｑ2　講演の時間についてお伺いします。（いずれか１つ）

6 　　１．長い（　　　時間くらいを希望）

41 　　２．適当

1 　　３．短い（　　　時間くらいを希望）

Ｑ3　講演の内容についてお伺いします。（いずれか１つ）

44 　　１．分かりやすかった

1 　　２．どちらでもなかった

2 　　３．よく分からなかった

Ｑ4　講演テーマ「まちなみと色彩について」お伺いします。（いずれか１つ）

26 　　１．もっと聞いてみたい。

18 　　２．違うテーマの講演を聞いてみたい。

3 　　３．その他（ ）

Ｑ5　今回の講演会は何でお知りになりましたか。（複数回答可）

11 　　１．市報

23 　　２．配布チラシ

4 　　３．市のホームページ

17 　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ6　最後に、あなたについて教えてください。

14 　　１．聖天山周辺地区の市民、市民団体、ＮＰＯ、商工関係者

12 　　２．聖天山周辺地区以外からお越しの市民、市民団体、ＮＰＯ、商工関係者

20 　　３．その他（差し支えない範囲でご教示ください（○○市職員等）：　　　　）

聖天山周辺地区景観まちづくり講演会アンケート

住人に聞いてもらって实行に移してほしい

掘り下げての講演も聴いてみたいし、もちろん違うテーマも聞いてみたい

特にない。もう少し实行に移せるように。もっと深くどうすればいいか。

市案内、景観整備機構から連絡、NPOの知人、メール

講師も内容も良い。景観の重要性を再確認した。各地の写真によりわかりや
すかった。勉強になった。

色彩の専門家ではあるが景観を語るレベルの講師ではない、と感じた。聖天
山の景観に対してアドバイスするスキルがないようである。質問にちゃんと
答えてない。

1.5時間、途中小休止がほしい、休憩を入れる、途中で中休みを。

出席者人数：

回答数： 48



その他ご意見

・とても良い企画で感謝いたします。

・小さなサンプルを見て色を決定することの問題など、貴重な話を聞かせていただいてありがと
うございました。

・妻沼地区のまちなみの写真を見せて、参加者に景観の問題点の「気付き」のきっかけをつくっ
た手法はスマートで効果があったと思います。とても参考になりました。

・景観の見え方、見せ方には、色の要素が重要であると感じました。

・色彩の専門家にお話を伺う機会がなかなかないので、こうした機会を設けていただきありがと
うございます。

・勉強になりました。

・質疑応答で意見のあったとおり、今後さらにワークショップ等を開催して成功事例を作って頂
きたいと思います。

・色については人により違うので来街者アンケートにより色々意見を聞いてほしい。（最も素晴
らしい建物、看板、色彩など）

・古風な街並みか、新しい街並みか、色彩より街並の整備を成功してする方が良い。

・行政サイドで勉強から实行に移してほしい。

・他市町村側でワークショップ。

・お店の看板の統一は興味深かった。

・ベンチの色は早く茶色にしてほしいと思いました。

・スライドに色が出なかったので全く意味をなしていなかった。運営側は本番を想定したデモを
きちんとするべき。初歩的なミス。色彩の勉強ではあるが、聖天山をどうこうしようという話が
なかったのが残念。何でも茶色にすれば良いという考えには共感できない。

・パワポ等機材が悪い。（準備が悪い）

・司会者がしゃべりすぎ。（くどい）

・資料がないのはどうなのか？

・聖天堂にとってもプラス１は、街並みであるべき。

・具体的な提案を熊谷市の景観に対していただけると、リアリティがあって良いと思います。

・参考になるテーマでわかりやすい講演でとても良かったと思います。これからも宜しくお願い
します。

・さっそく工夫したいと思います。限られた予算の中でどこまで出来るか、相談してみたいと思
います。

・聖天山周辺の具体的景観計画について。

・運営側にもう少し頑張ってほしい。（受付のもてなし、スライドの色、カメラマンの多さ
（シャッター、音、フラッシュ）、出入り口ドアの音）

・講師はとてもよかった。

・カラーの点はとても勉強になりました。

・妻沼のまちについては、安全に歩ける道（歩道、電柱の地中化）の整備が急務。

・聖天様と地区の人は昔から強く結びついているところだと感じています。景観をベースにした
アメニティの点から線・面へと行ってもらいたい。

・住民と関心をもった人々が主体となったコミュニティの形成が生まれることを期待します。

・素材を生かした景観は魅力的ですね。

・聖天様が主、まちなみが従という枠組みと、まちなみ自体の主と従という枠組みのきめ細やか
な仕掛け、整理が必要ではないか。

・妻沼地域の”宝もの”の再発見と、これの活かし方への提言は非常に大切と感じました。

・色があふれかえっているまち、まさに騒色の日本では、色彩について、子どもの頃から考え・
学ぶ教育も必要だと思う。


